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岡垣町消防団のポンフ 車 操法の訓練 ガ 6 月 28 日 ガ ら始 

    まりました。 

田 
五
 
Ⅰ
 

  
灼熱の大場で 焼けたアスファルトガ、 まだ冷めやらな 

 
 

 
 

い 夕方 ガら 特訓に挫く特訓を 重ねる選手たち。 そして、 

それを支える 全消防団員。 

熱気と大粒の 汗。 彼らの熱い夏は 、 始まったばガリー。 

し っ冴 ～   と き 8 月 9 日 

ところ 芦屋競艇 
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  " Ⅰ 剛 4 Ⅰ・ るこ @ ・。 ｜ 扇 ： 市 W 肌 今 ぬ - 、 不一 七 @ 而 で にき と・             んこ 行し 、 

ム ガし 政て 私 へ射 / へロ   
たちの 一 の展開ての います 郡   年 ト Ⅰ 4 

      日常生 体感 や こ並ん 。この 四 
行 てよ 活   政 、 う圏 ｜ ビス 充実もの対応   

    へ市なは 
あ 理                                   す E が A の町 時   

印 
ち 

        （行り で 玉 （めが ど地 （が 施 （ 向 すな 
り地イ政少 き と車地るで (7) の 広効 打設 窓 生上る能 保 
、 城 メサなるな   其方こ き 整整域 李花な口 活 がこ 刀健   
若 0 l l いよる的 打 と 、 備備的性 にど サ圏期 と を   き 的に拡 
者ィジビ経 3 人な権 が‥を 、 なのなの l の待が持 土   慮 な適 大 
のノ ア ヌ、 撰に型投ので 体効 友視向 け 公ビ 広でで っ木 し 合切し 
定 l ッ がでなプ台 推き的率化点 上 ま共ス域 き きたな な 併に   
着 ジブ   可   

  
" り ロ が進ま な よ ・ か Ⅰ す施 や北 ま " 職と     ガ 6 対 住 

やア Ⅰ 能 よ ま ジ可 Ⅰすま く ス ら 。 投文へす行員 の     。 ち実ボ 、 の化の ， 政を専 
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      対 民ガ必 あ 有効なら、 処する 行       範ヌ、 応                           ら施た要 
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      ㈹で ィ｜ 域の ので Ⅲ半 ザ 丁 の こ 止 @ 蛇こ くく め細 くな 民の   スも 将来を 多 られま 村の連 
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0 人口密度                                 
0 丁 7k 遣 普及率                                       
0 道路改良率                                             
0 道路 は装率                                                             
0 経常収支上 ヒ率                                       
0 財政力指数 @H 5                                   
0 主な施設 レ 芦屋税 艇場レ 芦屋釜 の 
里レ 芦屋海浜公団 ( レジャー フ           
レ 町民総合運動公園 レ 国民宿舎 あ         
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0 財政力指数 ( 注 2)(H 5                           
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しれ 
田ま と き 9  円 5  「 l                 灯 で 

テーマ 遠 賀郡の合併について 

( タヰ添要 - さんの基調 甜                             とシン   
出演者   

ア 巨ホ   司 会 二 KplI: アナ ウ ンザ一 冊ざん - Ⅰ - の」   
  デフ 、 トニ国際政治 笘ん J Ⅲ ル 折     4   

な 査の下に統しでを 成にぞると公安き ;r   フ後 る特ニ ① 成は 
申し込み 整理券が必要です。     

ロ 「 告 しい 』 @,l  @.- りがあ ください りますのでお ) 早 めにお越し 「 ｜ ょ 併を 検 で -@+ @@ ｜ よ 

問い合わせ ml. 長公宇へ 合 進言 寸         
ノ 、 ため ま 

あ なたはどう 忠、 ぅ ? 悪 め らで   
『 遠 賀郡合併。 』 

ば 併でこにな ポ ず 後ま ト はま不で ミ こ   隅ら                                                     広 せや 至だ足 " 報 と報 れ " で や   
寄せられた色見については、 広 ， H いい ひ、 つ住ン 民ン いの て半・ヂょ ウ 、 こ "" ビ   甜 しが んデ メ っ四 で 町 てのがす しこ 迫 -% を 任 ま気 す辺民 f,L メ   
鞭て ・紙面が許す 限り掲載する 予 

す詰 み ジ少 J まての ボ ソ し Ⅰ、 - ノソ お 、わ 伴 ムロ した Ⅲ題 Ⅰ ツ， ハ @ じ ， 反 。 民の ，つ " 一 同 を @ 1 ヘキ 
定 です。                                         き般ト   ヂ のこにし 省皆 まめ 報ト 
接客要領 八ガキ で、   呑 8t1 一 4233 合さム君いし 赳                                                                                           

っん をえて ま に いな捉 貝殻がす 広 とん 、 こ   
囲垣 W 大字野間   697 一 Ⅱ、 岡 ・ tW 
役場広報おかがき 丁合併、 利、   は こ 

う ， 甲 、 う           
三名。 も     可 )     

て F,% 台   Ⅰ忘れなく       
  

  
  
  

 
 

 
 

 
 
 
 一
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 1

,
 
す
債
 、
 
譲
財
 
を
間
、
 
る
 

注
 ，
完
全
に
方
 

般
 か
の
り
 
あ
 

 
 
ノ
  
 
 
 
 
 

 
 

拙
宅
 
政
 3
 に
え
さ
 

。
 
算
財
去
 
」
 起
 と
 

数
り
曄
過
 

Ⅰ
を
 
る
 

指
ょ
 
基
の
「
」
 

あ
 

 
 

    

 
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

  

 
 

  

 
 
 
 
 
 

 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

率
率
 Ⅲ樹
齢
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

及
 準
率
化
教
 

ツ
 

度
 曾
良
芸
文
 指
 計
一
 

積
 口
数
密
造
 改
は
収
力
施
ダ
 

帯
口
 水
路
 路
 常
政
な
 ン
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
 

  

 
 

  

  

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
  
 

 
 

 
 

O
 



  "' 一 「 "       

  

  

捧 
    
      サ @-         

公民館講座の 親 

） か 。 ボランティア 
ムツ子 会長 ) 」の 協 
で、 今年は 5 月 か 

ています，毎回     
を行っでいま づ -       
，との第 3 回目の 

今回は田柄えの 時 
により 出 f 直 えを テ 

れ 、 本物 w) ォ @ 日 やお 
ちは   大 " び の ょぅ でした。 
8 歳と 10 か 用の男児のお 母さん十時裕子さん 
@ 海老 津 ) は、 「上の子の時からの 参加で今年で 3 
年日です。 毎回季節感のあ る行事ばかりで 子供た 
ちに日本的文化を 体験させられていいと 思います。 
また、 短時 川 でも座って聞いている㈹で 集中力の 
接成 にもなっているみたいです。       と語っていま 
した，               R 夕卜 蘇 

親子でいっしょに 季節を伸 怒     
一 親子読み聞 ガせ 教室一 

） 

吉木小学校で 6 月 9 日、 肛 几下水道課の 花田 時春 嘱託員 

による出双講座「「水道、 かわやからトイレまで」が 開 
かれました。 これは、 ""   「水道のしくみ " を学ぶ 5 年生 
社会科単元の 授業の一環として、 実際に「水道事業に 携 

わる人の言舌を 聞こうと出双講座Ⅱ可でも 知ってみよう 識 
座 ) に申し込んだものです。 
講座では、 子供たちが理解しやすいように ゃンチ の話 

から始まり、 昔の屋敷内に 引き込んだ溝や 小川に楯を・ 渡 
したかわや ( 便所 ) の話 や、 最も古 い 水洗便所の一 つで 
あ る彦山での 天 扶の水洗便所の 話などを通して、 トイレ 
がどのように 近代化していったかをわか ,1) やすく 語 :) ま 
  した。 そして、 下水道がなければ 川が汚れ伝染病が 流行 
  するなど、 - 「水道が私たちの 生活 - ケ るうえで大切だとい 

うことを 王里角牢 !,- Ⅰもらいました。 
    調 唾を受けた 5 年生 74 人は、 みんなメモを 取りながら 

  

  
    

牡 

一 " ク "" 捻っ轟剣 な表 塙で 聞き入っていました。 

出双講座で学ぶ 下水道の大切さ 
一 吉木 川 で出双講座「 ガ わや ガらトイ しま日一 
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テヤラバダ 一のミッキーマ 

，できました 0 
，どの人たちのため (. こ、 束 
ヒ 活動の一つです。 

  三一マウス、 それから 親 

) 家の舞台のあ る 一喬 大き 
) 入所者たちも 大集合， 人 
片しました 0 最初に歌と 蹄 
き T- をし、 キスをプレゼン 

什 まで - 大喜びで 楽しい夢 
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14 円、 開催されました。 元気いっぱいの 
子供みこしが 盛大な拍手の 中、 区内を -   
周。 盛り上がる雰囲気の 中で、 町諦 会議 

長ほか多数の 来 田 、 区民を迎えて 開会。 

延べ 102 人の出演昔によ・ る多秤 多様な芸 
能が披露きれました・。 3 仲間余りの熱 

演，熱唱の最後を 飾る 岡珂 舌頭では、 

会場も制れんぽかりの 大合唱となり、 
万歳三唱で幕を 閉じました。 
出演者， - 般区民・実行委員会が 団 
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結して開催した 感動の芸能楽でした。 
[ 写真と原稿は、 第 3 回南山田区芸 

能 祭 実行委員会事務局提供 ] 
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㊥
㊨
 参加する人も 読む人もみれば 友達。 こ のコ   ナ   てひとつになって 楽しもう。 

「とくしやの 私書箱 」は そんな願いを 
込めた読者のぺ 一シ てす。 

ゑ しかったごと 悲しかったことがら 
地区の活動まて・また・イラスト ， 4 コ 

マまんか・俳句 川柳なとの作品もあ 特 
有しています。 
応募 先 / 〒 8ll 4 ぬ 3 岡垣町大字野間㏄ 7 
- l 岡垣町役揚地域振興課 広報「とく 
しやの払下 箱 」 係 
Ⅹ応募はかきにほ「住所・ 氏名 ( 紙上匿 

名も可 ) . 年齢・電話番号」をあ 忘れな 
く。 

（
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料
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ま
す
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ず 笑 裕 こ 一木   

註， ．，王立 く       
Ⅰ・．． -., 丁 Ⅰ 才色 つ       む い の 几こ 熊   
の 互譲，   

氏 
陽 け美 金鱗こ藻要式 煙春 」と 天 て 一れ   
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まるの きわ や か まし          

  
 

"keeping@ one's@ fngers@ crossed" 

Kirsten:@ Hey ， I@heard@you@had@a@job@interview@for@NHK 

last@ week ， How@ did@ it@ go? 

( ねえ、 先週 NHK で就職面接を 受けたと聞いたけど、 ど う だ つ 

Steve:@ It ・ s@hard@to@tell ， They@asked@some@tricky@questions 

旧国ヂ も ヨ モイ 呆 さん (18 歳・鍋田 ) and@ I@ know@ they@ had@ quite@ a@ few@ interviewees   

遠賀町役場臨時職員   
( 分からないな。 面接官は微妙な 質問を尋ねてきたし、 た 

くさんの人の 面接をしたと 知っでいるからね。 ) 
今月のさわや ガ さんは、 この夏行われる 中間 
遠 貧地区 了 少年の船山にボランティアスタッフ 

Kirsten:@ When@ do@ you@ find@ out@ if@ you@ were@ successful? 

こして参加される 国東さん ぱ 匿名の人 ガ らの 推 
( 結果はいつ分かるの ? ) 

薦 により登場です。 Steve;@ Next@ week:@ sometime   

Ⅰ少年の船、 参加のきっ ガけ は ? 
( 来週のいっ か 。 ) 

Kirsten:@ Well ， I@ hope@you@get@it ・ I ， m@ keeping@ my@ fingers 
直接のきっかけは、 岡垣町役場に 臨時職司で 

きた 時 、 職 貝の方に誘われたから。 また 私白 

身も小さい時に コヒノ しり・ l@                                                                    歩 川 l しま ( まあ 、 ( 仕事   な ) 得れれば いいィ a 。 幸避 をお祈りしで い る ょ 。 ) 

した。 その月 ギに リーダーさんたちがとても 侵し Steve:@ Yeah:@ me@ too! 

い 人ばかりで・ 大変良 い 思い出となっています。 

今度はリーダ - として逆の 亡場で Ⅰ 供 たちに   岩 
や 希望を与えてあ げたいと，Ⅲ っ たから・こす。 

"keeping@one's@ Ⅰ     ngers@crossed"@ = 

Ⅰポランティアスタッフとしてのやり が いは ? to@hope/to@wish@for@something 

自分が楽しいからスタッフしているのですが、 指を絡ませておくⅠ幸運を 祈る 

まだ " やりが い は " ど汗 われでも       " : 升 @ 共 
たちと今度初めて 実際に公 っ ので、                                                                   

ら船に乗って       、 という中で、 だんだんと 

イイ共 たちとの絆も 深まっでやりがいを 感じるよ 

うになっでくると 卍 、 います。 
岡垣町議会が 

Ⅰ性格は ? 違法銃器根絶に 関する決議 
すごく明るいと 思います。 けっこうあ っさり 岡 旭町議会は 、   ．町民の協力のもと、 関係機関・団体 と ・ ィ ],   
しています，でもたま 一に、 うるさいと言われ となって違法銃器を 根絶し・安全 :- で安心」 ダで 中油できる社会 

ます。 の 実現に向 @ て 努 ガザることを   臼 ・ H25 けの定例課金で 決訳し 
  

ました。 
Ⅰ今一番やってみたいことは ? 

                            銃器に門 体 する 革件 が多発しでいます・ 安全で明る 

山や而にドライブに 行きたいで - す、 
く 住みよい村会の 実現 叱 ，平穏、 な 生活を確保するため、                                         

4Wn なので、 オフロードもドライフ     l, でみた 機関による通法鈍器の 摘発はもとよ 丁 、 町民の一・ 八 ひとりが 

    @ てて - ㌻     あ とは、 車で口木一周しでみたいです。     違法な銃器の 存在を辞さない " という強い規拙意識と 拒絶   感を持つことが 必要と・いう 襯 点からの 正ソ   @   ・， 曲 ・ こゲ ．     
ほ タ は 甘 蛍 老 妓 病 繰 入 逆 接 時 鉄 折 小 

と 采 く         几 時 夜 席 上 生     左 の 冊 り ズ 
と @@ @@ 力 t に       Ⅰ "           / Z 主               紙 や 
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社会教育委員 ガ 7 月 1 日 ガ 62 年間の任期で、 6 人の委員で新たな 出発 
をしました。 
住民の期待に 応える政策を 立案するためには、 住民の意見を 聞くここ ガ 
重要です。 社会教育委員の 制度は、 地域の実態や 社会教育に関する 人 マの   
声を社会教育行政に 反映させるために 設けられたものです。 従って社会教 

O 
育 委員のあ り方こしては、 教育委員会に 対する助言機能を 最大限に発揮 ヲ ヱ Ⅰ   

るように進めるここ ガ 大切です。   
このように社会教育行政の 充実強化こいう 面では、 社会教育委員の 役割 
は 大きなものがあ りま す 。 

今月は、 6 人の社会教育委員さんこその 役割・機能について 紹介します。 
ち い 

- び愛 

  
ⅠⅠⅠⅠ つ 

    ⅠⅠ 叶 Ⅱ 崇 Ⅱ   ⅠⅩ へ 

    
      2 号 蚕 4 

  早川 寄   萌さん 2 角帯㌔ ィ   Ⅰ 草 さん 
  

仁田Ⅰ """ 中 " 
"," 。 。 q 巨 

    
  井 目 諸計画 

の 教育蚕員会に 

ョ号 臣甘 
  立案 助言など   

" 蒜 
  

  

  

  

社会教育団体相互の 連絡調整 や 、 地域の人々や 日 

体の意志を社会教育行政に 反映させるため 

[3 号委員 ] 自学識経験者。 社会教育に関する 尊 

@ 二ョ Ⅳ ヨ ヒ己   @ 三田・は姉 % 引 巨利 巨引 匝コ 王 Ⅲ 

つ
 
ね
，
 

-
,
 

。
 ，
 

く 

Ⅱ 門 的な学識を社会教育事業活動に 反映させるため / 生涯学習まち づ くり まちつく - り ボランティア 
社会 体 百コ 弗     フ オーラム @ n 両垣       一 " 養成 汀笘   一     一 "     

      
  田 。 日 団 目 Ⅱ。 '     口 口 口 口 

Ⅰ 

0  ● 公民館運営審議会委員を 紹介します ⅠⅠ 
公民館長の諮問に 応じ、 公民館における 各種事業の企画実施について 調査審議する 公民館運営 審 講会委員が、 7 月 
Ⅰ日から 2 年Ⅲの任期で、 6 人の皆さんが 新たに誕生しました、 
その役割は 、 広く地域住民の 点見を聞き、 それを的確に 判断し公民館の 管理‥ 辿営 に反映させることにあ り、 公民 
館 運営審議会委員には 住民と公民館を 結ぶパイプ役となることが 期待されます " 

  

  (@. 憂や。           
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    ㌧ ，   

禽     勒 "       く 
入江東 樹 さん 石田玲子さん 木原伸子さん 花田 守さん 實 吉光男さん 神谷 剛 さん 

  内浦小学校長 文化協会事務局長 婦人会長 老人クラブ 寿会 連合会長 地区公民館主格 埋 講会長 学識経験者 
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 高
唱
・
持
田
 

新
 @
W
 
み
ニ
や
ぺ
 

占
脚
 

」
 

十
日
 

手
打
・
東
山
田
新
枕
 
片
 

中
谷
・
 
一
 
p
.
 
切
 ・
海
幸
 ヰ
 

舌
 ・
吉
オ
・
海
老
荘
 

上
海
老
 浬
 

野
間
 
@
 全
 区
で
高
宮
 

海
岳
 漢
 、
新
海
若
 津
 

君
津
・
宝
山
・
宇
野
 

上
 高
時
、
再
 ロ
 ・
 高
暖
 

高
甘
 
吉
木
・
元
祖
 笘
 

吉
木
 

回
 Ⅲ
取
り
・
宇
野
・
内
浦
・
 

原
 

 
 

 
 

東
 世
原
・
重
山
田
、
茅
 
庫
 

山
田
・
吉
木
・
酒
津
・
内
浦
 

軒
閂
一
 
・
野
間
四
 

@
 金
匠
 

上
 高
台
・
吉
木
 

十
日
 
丁
小
 

Ⅲ
・
緑
 ケ
 丘
・
三
吉
、
野
間
 

用
 ・
 幸
 -
 
野
 ・
 細
宅
毘
 

撞
 ・
 上
何
 ・
 上
 常
住
・
吉
木
 

 
 

 
 

 
 

亡
 
「
Ⅰ
 
目
 
：
・
・
モ
ょ
 

ゴ
 ・
Ⅱ
 
革
 @
,
 

ぎ
目
 

 
 

一
 

小
型
車
 
・
 :
.
 ヒ
川
Ⅰ
 
u
,
 ぃ
巨
 ・
 ほ
円
 

 
 

 
 

声
明
白
 谷
 

月
 2
 回
Ⅲ
 距
り
 ・
背
向
 
巨
 ・
 
高
 円
口
 均
 
月
 2
 回
下
目
 リ
 

日
月
の
し
尿
収
集
日
程
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8 日の行事予定 
百
囲
 

 
 

 
 

渡
辺
心
地
 

｜
 
こ
の
国
の
大
黒
柱
 

日
税
 全
さ
 
ん
ヒ
 

㊦
 

  

    
灸日月の納期 

● 町 県民税                                                             2 期分 

●国民健康保険 税                                           3 期分 

●保育 料                                                                   8 月分 
●国民年金保険， 料                                           8 月分 

●打首住宅家賃                                                 8 月分 
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女 各種相談 
●心配ごと相談 ( いこいのⅢ． ) 

7 . 21t 「、 1,: ㈲ @6:00 
●行政相談 ! いこいの ' Ⅲ 

7 . 21 」 l 、 R:30@ 醸 00 
●法律相談 @ いこいの 甲 ． ) 

7 Ⅱ、 1 円 : 甜 - 上 6: ㈲ 
米租 乱丘約 が必要です む 283-2 例 0 へ 

●教育電話相談 @ 育宏Ⅱ 卸人 @@ 呑 282.4884 
・毎週月・ 水 ・ 金甲 Ⅰ 9:00-- 比 00 
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呑
 

2
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i
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大型 可然 ごみ収集日程 
@ 8 月 ) 

 
 

田
 

 
 
 
 

一
月
 東
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 戸
切
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 

⑥
出
す
こ
と
が
で
き
る
ご
 

布
団
・
毛
布
・
カ
ー
ペ
ッ
 

水
屋
・
字
音
 

机
 ・
タ
ン
ス
 

ポ
リ
バ
ケ
ツ
・
収
納
 

箱
 ・
 

百
 
布
団
な
ど
は
普
通
の
ひ
 

廿
 長
い
も
の
は
 

2
 メ
ー
ト
 

ナ
ゴ
ミ
は
朝
 

8
 
時
ま
で
に
 

去
家
庭
で
の
ゴ
ミ
焼
却
は
 

大
型
不
燃
コ
ミ
の
収
集
は
 

み
 
ト
 ・
じ
ゆ
う
た
ん
・
 ロ
 
・
こ
た
つ
・
ふ
す
ま
・
障
子
・
テ
ー
ブ
ル
 
ノ
レ
 

・
椅
子
，
本
棚
・
す
だ
れ
・
 
倖
 製
品
・
 ロ
 ・
角
材
・
 板
 
，
 タ
 キ
ロ
ン
 
 
 

大
型
バ
ッ
ク
な
ど
 

も
で
結
ん
で
出
し
ま
し
ょ
う
。
 

ル
 以
内
に
切
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
 ，
 

出
し
て
く
だ
さ
い
」
 

排
煙
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
 ，
 

9
 月
で
す
。
 

 
 圭
 

 
 
 
 
注
腸
 

幸
高
Ⅲ
 野
 

海
東
 湯
手
 

 
 

 
 

西 黒山、 東黒山、 板塀、 上高倉   高倉   

  2 叶金 )   山田、 山田 峠 

                            二・三・四 ) 、 西山田   
  26r 本 )   高尾、 公国通り 旭西 、 旭 中   値 東 、 旭 市 、 松 ケ台   

 
 津

 
高
揚
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老
 
海
 
東
 
丘
、
 

 
 
八
口
 

百
塚
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、 とⅠ 
@ 才Ⅰ 

め ! 夕こ 
(6  月末 ) 

人口             30.268 人 ( 土 0) 
そのうち 145 人 @ よ 外岡 ノ ・、         

世帯数… 10.204 世 制 +  l4) 

そ のうち 71 世帯は外同人世帯 
@  ) は前月との比較 

出生 … 28 人 死亡 … 21 人 

転入 - 86 人 転出 … 93 人 
まちの広さ                                       
Ⅰ 告ゎ 0% 牽ウ笘持 な t14) 
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笘故件推 f 件   
死亡者数 ( 八 

  

Ⅰ僻者数 ( 人 

  
彊細 者数 ( 人 

9  53  14  60 

0 0 1 2 
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月
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匡
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救
意
 
火
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 
搬
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53 件 

49 件 

O 件 

O 世帯 

 
 

 
   
遠賀郡消防本部 

呑 293 一 392 ヱ 
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四
九
五
一
久
・
 
政
 弘
の
 迫
頷
を
相
 

天
文
 

続
 し
て
周
防
・
長
門
・
石
見
・
豊
の
本
 

+
,
 
ハ
 

オ
 Ⅰ
た
 
れ
 

九
年
、
前
将
軍
・
足
利
義
 植
 が
義
 

ゃ
政
 

套
 頼
っ
て
山
口
来
る
と
、
 こ
 

能
に
 

 
 

れ
を
厚
く
供
託
し
た
，
永
正
五
年
を
厚
 

 
 

一
・
五
 0
 
八
一
 
%
 
興
は
 、
 義
 植
を
擁
し
 

果
、
 

大
軍
を
率
い
て
京
に
Ⅱ
 り
 、
 義
 植
を
将
文
化
 

か
ん
 
れ
 

軍
 に
復
職
さ
せ
、
自
ら
は
管
領
 代
 
・
 山
治
派
 

し
 @
4
 占
 

城
 -
 
王
 諜
 と
な
り
、
幕
政
を
掌
握
し
た
の
た
の
 

任
京
 
十
年
に
し
て
、
 

-
 一
 

持
刀
を
著
し
く
拡
大
し
た
出
雲
の
尼
 
L
 
 

に
 攻
 

 
 

領
国
 

以
後
、
尼
子
氏
と
の
合
戦
に
明
け
 
幕
 れ
の
時
 

る
の
で
あ
る
，
享
禄
元
年
（
一
五
二
心
仏
乗
 

五
十
二
歳
に
し
で
病
没
し
た
，
 

 
 

大
内
家
を
相
続
し
た
の
は
、
 親
興
 の
 

前
 Ⅰ
 

 
 嫡
男
・
義
隆
で
あ
る
，
周
防
・
長
門
 

十
二
年
（
・
五
四
三
）
尼
 

脚
、
月
山
・
富
田
城
を
攻
 

が
 ，
 
邑
 

二
 

た
 。
こ
の
頃
か
ら
 尭
 隆
は
 

治
を
疎
ん
じ
、
学
問
・
 支
 

ふ
け
り
、
公
卿
や
僧
侶
・
 

遇
す
る
よ
う
に
な
っ
た
，
 

「
西
の
京
」
と
呼
ば
れ
る
 

の
発
展
を
み
た
が
、
武
断
 

の
 対
 Ⅸ
が
厳
し
さ
を
増
し
 

て
為
る
，
人
文
二
十
年
一
 

  

牛
 
」
・
・
・
 

l
 
ゎ
ん
 

た
 。
行
年
四
十
五
で
あ
 っ
 

旦
ユ
り
 

、
 前
 宗
像
大
宮
司
で
 黒
 Ⅲ
 

  

同
上
汁
 
で
 戦
死
し
で
い
る
 

は
 、
手
許
 代
 ・
 杉
興
速
 が
 

 
 

日
害
し
、
 
挨
隆
 の
 註
 臣
で
   

翔
 下
文
 

珪
 曲
中
 
肝
且
す
 

丁
レ
 
小
 *
@
 
二
市
 
@
 一
之
 

 
 

（
 
席
杵
 
）
 
蛇
 臥
内
 

仮
苧
チ
 
碑
林
立
 
甘
門
甜
屋
 

ト
 
・
 

花 
火 
8 人 
月余 
Ⅰ ほ 
日 （ 

P         

今
月
か
ら
。
百
拝
に
つ
い
て
ビ
ラ
思
う
。
 と
 

い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
五
見
 投
廿
を
芽
 無
し
 

ま
す
。
ど
う
か
，
ど
し
ど
し
 曲
毒
 せ
く
だ
き
い
。
 

井
 ，
月
の
 

合
併
が
良
い
か
 苦
 い
か
し
 ぅ
 く
り
と
 

（
 
%
@
 
ハ
や
 
-
 

今
回
の
合
併
に
曲
す
る
記
事
も
、
ま
だ
 兵
件
 

的
に
ど
 う
 の
と
い
う
 段
甘
 で
ほ
あ
け
ま
せ
ん
が
、
 

私
 た
ち
用
兵
は
こ
の
町
の
十
 キ
 
・
二
十
年
 盤
の
 

姿
 に
夢
と
ロ
マ
ン
を
 
拍
 い
て
現
在
の
仕
 芋
 に
政
 

0
%
 
廿
 こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
吏
が
し
て
い
ま
 

す
 。
 

両
家
の
武
将
と
し
で
宗
像
万
田
に
 

展
開
し
て
い
た
 波
賀
 多
世
秀
の
跡
 

は
、
養
子
で
あ
る
蔵
人
穂
香
 が
 相
 

続
し
た
が
、
永
禄
Ⅰ
 午
 
一
一
五
六
 

セ
 ）
朝
秀
は
実
兄
・
 
温
刑
吉
 左
衛
 

門
尉
 忠
重
に
所
領
を
譲
っ
で
い
る
 -
 

羽
山
健
一
 

り
 、
尼
子
氏
を
敗
走
 さ
せ
た
 
-
 

乗
 ，
 
律
 -
 と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

と
 
美
的
 

 
 

は
 
、
郡
山
城
の
毛
利
元
就
に
援
軍
を
送
㈲
間
、
合
戦
 

に
 
継
ぐ
合
戦
が
展
開
さ
れ
は
疑
わ
し
い
が
、
 

茂
降
 

 
 

王
 
・
相
良
政
任
も
落
城
戦
死
し
で
い
る
，
の
 波
賀
多
四
 郎
 左
衛
門
 尉
世
秀
に
 与
え
 

か
几
 
と
十
い
止
 
ヰ
ピ
よ
 

う
 

翌
年
に
は
 陶
隆
 房
の
武
威
を
背
 崇
に
、
 

た
 

「
官
途
吹
挙
状
」
で
為
る
，
出
奔
 が
 

け
軒
弼
辞
か
蜂
鱗
詑
肛
銘
輔
拒
け
 

敵
城
 奴
 協
和
 冊
 

 
 

 
 

的
な
素
見
が
大
持
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
「
今
は
 

娃
 
別
々
の
自
治
体
の
広
報
担
当
や
け
ど
、
い
つ
か
 

何
 %
 が
件
佛
 と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
時
に
 
、
 

自
分
た
ち
が
 
止
無
 担
当
の
時
代
に
 
棚
 め
て
耽
り
 

紬
 ん
だ
ん
よ
ね
。
 
ど
、
 同
ヒ
白
海
 件
 の
 臆
且
の
 

仲
 何
と
し
て
 
甘
 0
%
 

え
る
時
が
来
 

石
 か
も
し
れ
 

ん
 や
ん
。
そ
 
う
 考
え
た
ら
す
ご
く
 
オ
 が
あ
る
や
 

ん
 。
大
変
や
け
ど
も
 
う
 一
回
や
ろ
う
や
」
と
 
伯
 

が
井
言
 。
佑
二
回
の
吉
同
企
画
の
Ⅲ
㌍
川
に
取
 

り
 細
み
ま
し
た
。
そ
の
企
画
の
圭
回
す
る
も
の
 

は
 、
「
現
在
を
生
き
る
私
た
ち
の
は
る
か
以
前
か
 

吐
こ
の
冊
封
地
域
 
を
 町
や
市
の
牡
を
彊
 
え
帝
 々
 

と
抗
 れ
冊
け
て
き
た
 
甘
甘
川
 し
と
い
う
と
こ
ろ
 

で
し
た
。
 


